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令和元年度 地域と行政の
区長会連合会役員
　◎会長　　○副会長　　□監事　　■会計　　△理事

この調査は、我が国のす
べての産業分野における事
業所の活動状態等の基本的
構造を全国および地域別に
明らかにするとともに、事
業所・企業を対象とする各
種統計調査情報を整備する
ことを目的としています。
調査は、調査員が全国す
べての事業所の活動状態を
実地に確認し、新たに把握
した事業所など一部の事業
所には調査票を配布するこ
とにより行います。
皆さまの調査へのご理
解・ご回答をお願いします。

T　企画政策課
　☎0475(80)1131

６月１日から10日は「電
波利用環境保護周知啓発強
化期間」です。
●�不法無線局による混信・
妨害
　☎03(6238)1939
●�テレビ・ラジオの受信障
害

　☎03(6238)1945
●�地デジ放送の受信相談
　☎03(6238)1944

「経済センサス－基礎
調査」を実施します！

STOP THE不法電波
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行政からの
お知らせ

information

●歳入
区分 予算現額 上半期（4/1～9/30） 下半期（10/1～3/31） 合計

収入済額 収入率(%) 収入済額 収入率(%) 収入済額 収入率(%)
市税 55億6775万円 35億  155万円 62.9 20億9967万円 37.7 56億  122万円 100.6
分担金・負担金など（※１） 5億  395万円 2億3135万円 45.9 2億4571万円 48.8 4億7706万円 94.7
繰越金・繰入金 18億6028万円 12億2994万円 66.1 6億1662万円 33.1 18億4656万円 99.3
諸収入 7億5934万円 2億3157万円 30.5 5億1751万円 68.2 7億4908万円 98.6
地方交付税 67億1066万円 46億1310万円 68.7 21億3166万円 31.8 67億4476万円 100.5
国庫支出金・県支出金 35億7022万円 9億5780万円 26.8 16億2801万円 45.6 25億8581万円 72.4
市債 20億  620万円 0万円 0.0 7億9170万円 39.5 7億9170万円 39.5
その他（※２） 13億8357万円 6億7083万円 48.5 7億5000万円 54.2 14億2083万円 102.7

歳入合計 223億6197万円 114億3614万円 51.1 87億8088万円 39.3 202億1702万円 90.4
※１：分担金、負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附金
※２：地方譲与税、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金　など
●歳出

区分 予算現額 上半期（4/1～9/30） 下半期（10/1～3/31） 合計
支出済額 執行率(%) 支出済額 執行率(%) 支出済額 執行率(%)

議会費 2億1429万円 1億1203万円 52.3 9944万円 46.4 2億1147万円 98.7
総務費 31億2584万円 12億3350万円 39.5 15億6922万円 50.2 28億  272万円 89.7
民生費 66億5091万円 28億1381万円 42.3 32億3950万円 48.7 60億5331万円 91.0
衛生費 18億5323万円 8億2244万円 44.4 9億6314万円 52.0 17億8558万円 96.3
農林水産業費 9億1627万円 2億7636万円 30.2 4億4179万円 48.2 7億1815万円 78.4
商工費 2億  252万円 8600万円 42.5 9265万円 45.7 1億7865万円 88.2
土木費 22億5854万円 4億2309万円 18.7 7億  477万円 31.2 11億2786万円 49.9
消防費 11億8095万円 5億1287万円 43.4 6億2434万円 52.9 11億3721万円 96.3
教育費 34億7275万円 8億7540万円 25.2 14億3256万円 41.3 23億  796万円 66.5
その他（※３） 24億8667万円 10億9039万円 43.8 12億4786万円 50.2 23億3825万円 94.0

歳出合計 223億6197万円 82億4589万円 36.9 104億1527万円 46.6 186億6116万円 83.5
※３：公債費、災害復旧費、諸支出金、予備費
【特別会計】

会計名 予算現額
上半期（4/1～9/30） 下半期（10/1～3/31） 合計
収入済額
・支出済額

収入率
・執行率(%)

収入済額
・支出済額

収入率
・執行率(%)

収入済額
・支出済額

収入率
・執行率(%)

国民健康保険特別会計（事業勘定） 72億1049万円 歳入 32億  623万円 44.5 35億1567万円 48.8 67億2190万円 93.2
歳出 25億7236万円 35.7 40億9599万円 56.8 66億6835万円 92.5

国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定） 1億3304万円 歳入 6218万円 46.7 5248万円 39.4 1億1466万円 86.2
歳出 5216万円 39.2 6146万円 46.2 1億1362万円 85.4

後期高齢者医療特別会計 5億3543万円 歳入 1億7182万円 32.1 3億5628万円 66.5 5億2810万円 98.6
歳出 1億  515万円 19.6 3億5501万円 66.3 4億6016万円 85.9

介護保険特別会計 47億5016万円 歳入 23億8258万円 50.2 21億4623万円 45.2 45億2881万円 95.3
歳出 18億9990万円 40.0 24億5090万円 51.6 43億5080万円 91.6

組合立国保成東病院事業
清算事務特別会計 2億1070万円 歳入 1億1943万円 56.7 9209万円 43.7 2億1152万円 100.4

歳出 6534万円 31.0 9635万円 45.7 1億6169万円 76.7
地方独立行政法人さんむ医療センター
公債管理特別会計 1億2340万円 歳入 3665万円 29.7 8665万円 70.2 1億2330万円 99.9

歳出 3665万円 29.7 8665万円 70.2 1億2330万円 99.9

農業集落排水事業特別会計 2億7751万円 歳入 1億1842万円 42.7 1億5045万円 54.2 2億6887万円 96.9
歳出 1億2303万円 44.3 1億3575万円 48.9 2億5878万円 93.3

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

　市の財政状況をご理解いただくために、一般会計などの執行状況をお知らせします。今回は平成30年度下半期（平
成30年10月～平成31年3月末）の予算の執行状況の概要です。
【一般会計】
　平成30年度一般会計予算は当初予算額212億1800万円から平成31年3月までに2億8842万円の増額補正を行い、
215億642万円となりました。なお、前年度繰越額8億5555万円を含めた総額で223億6197万円となりました。
　下半期における歳入の収入済額は87億8088万円、収入率は39.3％で、上半期との合計で202億1702万円（90.4％）
となっています。また、下半期における歳出の支出済額は104億1527万円、執行率は46.6％で、上半期との合計で
186億6116万円（83.5％）となっています。

平成30年度下半期の予算執行状況

T　財政課　☎0475（80）1121
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　一般会計と特別会計を合算した全体財務書類についてお知らせします。�
（単位：百万円）

１.貸借対照表
　市が保有する資産・負債・純資産の状況を表示しています。左側には取得した資産の内訳、右側には資産形成に要した資金の内訳を記載しています。

２．行政コスト計算書
　資産形成につながらない人的サービスや給付サービスなどに要したコ
ストと、それらに対する財源を表示したものです。

４．資金収支計算書
　資金の流れを業務活動、投資活動、財務活動に分けて表示したもの
です。

平成29年度末の全体財務書類

山武水道からのお知らせ　◆令和元年度予算の概要
平成31年２月19日に開催された山武郡市広域水道企業団議会２月定例会において、令和元年度の予算が可決されました。
水道事業会計の予算は、水道水を家庭までお届けするために必要な費用およびその財源についての「収益的収支」と水道施設を整備・改良

するために必要な費用及びその財源についての「資本的収支」から成り立っております。
令和元年度については、「中長期経

営プラン2016」に掲げた基本理念で
ある「次世代へつなぐ強靭で安心な水
道」の実現に向け、水道施設の維持管
理や更新、頻発する災害に備えた耐
震化対策など、計画に掲げた事業を
着実に推進し、安全で安心な水道水
の安定供給に努めてまいります。

３．純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産の変動を表示したものです。

T　山武郡市広域水道企業団
　企画財政課　☎0475（55）7852

収 入
52億9,061万円

支 出
47億5,421万円

水道料金

41億2,808万円 千葉県補助金
3億687万円

構成市町補助金
3億2,734万円

その他
1億8,414万円

受水費
（九十九里地域水道企業団から
　　　　　浄水を購入する費用）

（固定資産価値の減少分を費用化するもの）
（水道施設を整備・改良するための費用）28億5,505万円減価償却費

9億9,141万円

人件費
3億3,953万円

その他
5億6,822万円

純利益
5億3,640万円

長期前受金戻入
3億4,418万円 収 入

1億6,960万円

支 出
22億3,916万円

国からの補助金
1億5,552万円

企業債償還金
8,138万円

建設改良費

21億5,778万円

収支差引
（不足額）

20億6,956万円

工事負担金
(水道管の移設等の費用を依頼者

収支差引（不足額）に
ついては減価償却費等の
　　留保資金で補てん
　　　します。（お客様からいただく料金）

に負担していただくもの)
1,408万円

資本的収支収益的収支 （事業の管理・運営にかかわる収支です。） （施設の整備・改良にかかわる収支です。）

資産合計 87,480
（市が所有している資産）
有形固定資産 59,818
事業用資産 28,983
　土地 9,159
　建物 19,174
　その他 650
インフラ資産 30,236
　土地 785
　建物 586
　その他 28,865

　物品 599
無形固定資産 129
投資その他の資産 17,284
流動資産 10,249
現金預金 3,237
その他 7,012

負債合計 32,294
　（将来世代が負担する必要がある借入金や地方債などの債務）
固定負債 28,897
地方債等 22,900
その他 5,997

流動負債 3,397
１年内償還予定地方債等 2,884
その他 513

純資産 55,186
　（現在までの世代が既に負担した金額で返済義務を負わないもの）

負債および純資産合計 87,480

経常費用 30,558
人件費 3,951
物件費等 6,078
（委託料・維持補修費・減価償却費等）
その他の業務費用 766
（地方債の利子など）
移転費用 19,763
（補助金・社会保障給付等）

経常収益 1,313
（使用料・手数料）

臨時損失 10
臨時利益 8
純行政コスト 29,247
（経常費用-経常収益+臨時損失-臨時利益）

前年度末純資産残高 53,376
（平成29年３月31日時点）

純行政コスト ▲ 29,247
財源 30,424
（税収入・国県補助金等）
本年度差額 1,177
その他 633

本年度純資産変動額 1,810
本年度末純資産残高 55,186
（平成30年３月31日時点）

業務活動収支 4,066
（行政サービスに伴う経常的な収支）
投資活動収支 ▲ 4,359
（資産形成活動に伴う収支）
財務活動収支 81
（地方債などに伴う収支）

本年度資金収支額 ▲ 212

前年度末資金残高 3,295
（平成29年３月31日時点）

本年度末資金残高 3,083
（平成30年３月31日時点）

本年度末歳計外現金残高 154
本年度末現金預金残高 3,237
（資金残高+歳計外現金残高）

〇市民一人当たりの資産	 167万円
〇市民一人当たりの負債	 62万円

〇市民一人当たりの純行政コスト	 56万円

平成30年３月末人口	 52,386人

※表示単位未満を四捨五入しているため、
　合計と一致しない場合があります。
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information

歯
科
口
腔
健
康
診
査（
歯
科
健
診
）

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

対
象
者　
昭
和
18
年
４
月
２
日
～
昭
和

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
千
葉
県
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方

※
令
和
元
年
度
に
山
武
市
の
特
定
健
診

時
の
歯
科
健
診
を
受
診
予
定
ま
た
は

受
診
し
た
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
期
間　
６
月
３
日
㈪
～
12
月
27
日

㈮
費　
用　
無
料

※
歯
科
健
診
後
の
治
療
に
要
す
る
費
用

は
有
料
と
な
り
ま
す
。

歯
科
健
診
の
項
目

◆
実
施
内
容

・
歯
の
状
況
・
歯
周
病
の
状
況

・
口
腔
機
能
の
検
査（
お
口
の
動
き
、　

飲
み
込
み
や
舌
の
動
き
な
ど
）

・
そ
の
他（
入
れ
歯
の
状
態
、
お
口
の

中
の
乾
燥
や
清
掃
状
況
な
ど
）

歯
科
健
診
の
受
け
方

・
対
象
者
の
方
に
５
月
中
に
市
か
ら
み

ど
り
色
の
案
内
通
知（
受
診
票
）が
送

付
さ
れ
ま
す
。

・
歯
科
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
協

力
歯
科
医
療
機
関
に
直
接
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
受
診
当
日
、
被
保
険
者
証
と
受
診
票

を
持
参
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
は
期
間
中
に
限
り
、
１
人
１
回

ま
で
と
な
り
ま
す
。

受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

　
被
保
険
者
証
、
受
診
票

市
内
の
協
力
歯
科
医
療
機
関

佳
里
歯
科
医
院（
日
向
台
８
︱
12
）

�

☎
０
４
７
５（
８
８
）３
０
８
８

橋
本
歯
科
医
院（
本
須
賀
１
３
６
８
）　

�

☎
０
４
７
５（
８
４
）２
４
２
４

お
し
だ
歯
科
医
院（
成
東
88
︱
１
）

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）０
０
１
８

米
山
歯
科（
成
東
２
４
８
０
︱
２
）

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）６
１
９
９

牛
尾
歯
科
医
院（
松
尾
町
松
尾
１
３
５
︱
８
）

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）２
２
４
８

真
壁
歯
科
医
院（
松
尾
町
大
堤
16
︱
１
）

�
☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
３
７

医
療
法
人
社
団
一
歯
会
川
島
歯
科
医
院

�

（
蓮
沼
イ
の
１
６
４
８
︱
２
）

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
１
４
９

※
右
記
以
外
で
も
県
内
の
協
力
歯
科
医

療
機
関
で
あ
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

市
外
の
対
象
医
療
機
関
の
確
認
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
管
理
課
給
付
第
１
班

�

☎
０
４
３（
２
１
６
）５
０
１
３

　
受
診
票
発
行
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２

６
月
４
日
か
ら
⓾
日
ま
で
は

�

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す

『
い
つ
ま
で
も　
続
く
け
ん
こ
う

�

歯
の
力
！
』

「
８
０
２
０
運
動
」を

ご
存
じ
で
す
か
。
８
０

２
０
運
動
は
平
成
元
年

よ
り
厚
生
省（
当
時
）と

日
本
歯
科
医
師
会
が
推

奨
し
て
い
る「
80
歳
に

な
っ
て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と

う
」と
い
う
運
動
で
す
。

運
動
開
始
当
初
は
達
成
率
が
１
割
に

満
た
な
い
状
況
で
し
た
が
、
平
成
28
年

の
歯
科
疾
患
実
態
調
査
で
は
５
割
以
上

の
方
が
達
成
し
、
歯
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

８
０
２
０
運
動
を
達
成
す
る
と
食
べ

る
機
能
を
維
持
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

生
活
習
慣
病
や
認
知
症
を
予
防
し
、
健

康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
や
認

知
症
な
ど
の
疾
病
が
減
る
こ
と
で
、
医

療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
に
も
貢
献
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
を
失
う
原
因
の
多
く
は
、
歯
周
病

と
む
し
歯
で
す
。
予
防
に
は
、
歯
磨
き

な
ど
の
毎
日
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
併
せ

て
、
歯
科
医
院
で
の
定
期
健
診
、
専
門

的
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
市
で
実
施
し
て
い
る
歯
科

健
診
や
職
場
で
の
歯
科
健
診
を
受
け
、

歯
周
病
や
む
し
歯
を
早
期
に
発
見
し
、

治
療
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

生
涯
、
自
分
の
歯
で
食
べ
る
楽
し
み

を
味
わ
う
た
め
に
は
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で

健
康
な
歯
を
保
つ
た
め
の
心
が
け
が
必

要
で
す
。
歯
を
失
う
こ
と
に
よ
る
口
の

衰
え
が
、
体
全
体
に
影
響
す
る
こ
と
を

自
覚
し
、
お
口
の
健
康
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
２

特
定
健
康
診
査
で
健
康
管
理
を
！

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た
、

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
６
月
中
旬
以

降
、
個
別
に
受
診
票
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
健
康
管
理
の
た
め
に
、
必
ず
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

対�

象
者　
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
加

入
者

実�

施
期
間　
７
月
２
日
㈫
～
８
月
２
日

㈮（
集
団
健
診
）

T　
国
保
年
金
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

　健
康・福
祉
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乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
個
別
検
診

市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
に
お
い

て
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

個
人
で
受
診
す
る
よ
り
検
査
費
用

が
お
安
く
済
み
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
乳
が
ん
検
診
＝
30
歳
以
上
の

女
性　
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上

の
女
性

※
対
象
年
齢
は
令
和
２
年
３
月
31
日
時

点
の
年
齢
で
判
断
し
ま
す
。

な
お
、
同
一
年
度
内
に
集
団
検
診
受

診
済
み
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

負
担
金

乳
が
ん
検
診

　
超
音
波（
30
歳
代
お
よ
び
40
歳
代
）

�

１
８
０
０
円

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
50
歳
以
上
）

�

２
１
０
０
円

子
宮
が
ん
検
診

　
頸
部
細
胞
診�

２
１
０
０
円

　
（
医
師
の
判
断
に
よ
り
体
部
細
胞
診

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
８
０
０
円

追
加
と
な
り
ま
す
）

申
込
方
法　
健
康
支
援
課
へ
電
話
ま
た

は
来
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
込
・
受
診
期
限　
令
和
２
年
２
月
末

※
詳
し
く
は
健
康
支
援
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は

�

お
済
み
で
す
か
？

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
肝
臓
の

細
胞
が
壊
れ
て
い
く
病
気
で
す
。
こ
の

病
気
に
な
る
と
、
徐
々
に
肝
臓
の
機
能

が
失
わ
れ
て
い
き
、
つ
い
に
は
肝
硬
変

や
肝
が
ん
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

肝
が
ん
患
者
さ
ん
の
約
80
％
が
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
陽
性
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施

山
武
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
採
血
検
査
で
判
断
し
ま
す
。

対
象
者　
40
歳
以
上（
昭
和
55
年
３
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
、
過

去
に
肝
炎
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
。

料　
金　
無
料

日
程・場
所　
山
武
市
保
健
事
業
案
内

ま
た
は「
広
報
さ
ん
む
７
月
号
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
当
日
申
し
込
み

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

国
民
健
康
保
険

�

被
保
険
者
証
の
更
新

山
武
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

令
和
元
年（
平
成
31
年
）７
月
31
日
で

す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す
が
、
簡
易
書
留
で
の
郵

送
の
た
め
、
配
達
時
に
不
在
の
場
合
は

お
届
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

は
、
市
役
所
の
窓
口
で
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
７
月
２
日
㈫
ま
で

に
国
保
年
金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

�

差
額
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

市
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
軽

減
と
医
療
保
険
財
政
の
健
全
化
を
目

的
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
差
額
通
知
を
６
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ

く
ら
い
安
く
な
る
か
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
方

平
成
31
年
２
月
に
薬
の
処
方
を
受
け

た
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
２
０
０
円
以
上
を
軽
減
で
き
る
方

T　
国
保
年
金
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

医
療
費
通
知
発
送
時
期
の
変
更

の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者（
世
帯

主
宛
）に
医
療
費
通
知
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
か
ら
医
療
費
通
知
の
発
送

時
期
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

発
送
時
期（
全
３
回
）

　
１
回
目　
８
月
中
旬

　
　
　
　
　
（
１
～
５
月
受
診
分
）

　
２
回
目　
令
和
２
年
１
月
中
旬

　
　
　
　
　
（
６
～
10
月
受
診
分
）

　
３
回
目　
令
和
２
年
３
月
中
旬

　
　
　
　
　
（
11
～
12
月
受
診
分
）

T　
国
保
年
金
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
軽
減

特
例
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
世
代
間
の

負
担
の
公
平
を
図
る
観
点
な
ど
か
ら
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均
等
割
に

つ
い
て
見
直
し
が
図
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
９

割
軽
減
と
な
っ
て
い
た
方
は
、
今
年
度
、

８
割
軽
減
に
変
わ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

所
得
の
低
い
高
齢
者
へ
の
保
険
料
の
負

担
軽
減
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
所

得
の
低
い
年
金
受
給
者
の
方
へ
は
、
今
年

10
月
か
ら
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

（
基
準
額
月
５
０
０
０
円
）の
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２

介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
旧
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
受
講
費
用
を
助
成

質
の
高
い
介
護
人
材
の
確
保
を
図
る

た
め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修
了

し
、
市
内
の
介
護
施
設
等
に
就
業
し
て

い
る
方
に
対
し
、
受
講
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者
は
申
請
日
に
お
い
て
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

・
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
初
任
者

研
修
を
修
了
し
て
い
る
方

・
市
内
の
介
護
施
設
等
に
３
カ
月
以
上

継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と

・
住
所
を
有
す
る
市
町
村
の
課
す
る
市

町
村
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

助
成
額　
受
講
費
用
の
２
分
の
１（
千
円

未
満
切
り
捨
て
）※
上
限
５
万
円

　

た
だ
し
、
公
的
制
度
を
受
け
て
い
る

場
合
は
そ
の
額
を
除
く
。

募
集
人
数　
先
着
７
人

募
集
期
間　
６
月
３
日
㈪
か
ら

※
申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
１

市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を

発
送

市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
６
月

14
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
。

発
送
に
よ
り
、
平
成
31
年
度
所
得
課

税
証
明
書
を
市
役
所
窓
口
お
よ
び
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
ま
す
。

手
数
料
は
、
市
役
所
窓
口
で
は
１
通

３
０
０
円
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
は
１
通
２
０
０
円
で
す（
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
得
方
法
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

市
役
所
窓
口
で
取
得
の
際
は
、
身
分

証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
本
人
お

よ
び
同
一
世
帯
の
親
族
以
外
の
方
が
代

理
で
取
得
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。

な
お
、
申
告
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
お
早
め
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

T　
課
税
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
８
１

平
成
㉛
年
度
税
務
職
員
募
集

受
験
資
格

①
平
成
31
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
令
和

２
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
る
者

申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み（
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申

込
専
用
ア
ド
レ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
）

H�http

：//w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

受
付
期
間　
６
月
17
日
㈪
～
６
月
26
日

㈬　
※
受
信
有
効

受
験
案
内
交
付
期
限　

６
月
26
日
㈬

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※
土
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
を
除
く

受
験
案
内
交
付
場
所　
東
京
国
税
局
ま

た
は
各
税
務
署
も
し
く
は
人
事
院
各

地
方
事
務
局（
所
）

※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

H�http

：//w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

試
験
日　
第
１
次
試
験　
９
月
１
日
㈰

　
第
２
次
試
験　
10
月
９
日
㈬
～
18
日

㈮
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日
時

T　
東
金
税
務
署

�

☎
０
４
７
５（
５
２
）３
１
２
１

税

▶
（例）年金収入80万円以下の方

平成30年度

保険料の納付額（１割） 保険料の納付額（2割）

（月平均341円納付）

９割軽減
（月平均683円納付）

8割軽減

平成31年度
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結
婚
新
生
活
を
支
援
し
ま
す

市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
強
化
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
新
婚
世
帯
が
新
生
活

を
始
め
る
際
の
新
居
の
住
居
費
や
引
越

し
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
方

①
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届

を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
夫
婦

②
夫
婦
の
所
得
が
３
４
０
万
円
未
満

（
所
得
証
明
書
を
も
と
に
、
平
成
29

年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

夫
婦
の
所
得
合
算
金
額
）

③
対
象
と
な
る
住
居
が
市
内
に
あ
り
、

夫
婦
と
も
に
当
該
住
居
の
住
所
地
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

④
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
等

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤
過
去
に
こ
の
制
度
に
基
づ
く
補
助
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

⑥
新
婚
世
帯
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
申
請
の
受

付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額　
住
居
費
と
引
越
し
費
用
を
合

わ
せ
た
額
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
夫
婦
と
も
に
満
34
歳
以
下
の
場
合

 （
上
限
額
30
万
円
）

②
①
以
外
の
場
合（
上
限
額
15
万
円
）

　
な
お
、
住
居
を
購
入
し
た
場
合
は
最

大
50
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

S�
・
T　
企
画
政
策
課

�
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
２

H�https://w
w

w
.city.sam

m
u.lg.jp/

soshiki/4/kekkonseikatu.html

地
域
で
見
守
る
安
全
で
快
適
な

道
路

土
木
課
お
よ
び
千
葉
県
山
武
土
木
事

務
所
で
は
、
市
が
管
理
す
る「
市
道
」ま

た
は
県
が
管
理
す
る「
国
道
」・「
県
道
」

の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
日
々
行
っ
て
い

ま
す
。
道
路
の
へ
こ
み
や
亀
裂
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
の
安
全
設
備
に
支
障
が
な
い

か
を
確
認
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
補
修
な

ど
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

道
路
の
路
面
や
側
溝
の
異
常
な
ど
を

見
か
け
た
ら
通
報
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

T　
市
道
は
土
木
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
８
１

　
　
国
道
、
県
道
は
山
武
土
木
事
務
所

�

☎
０
４
７
５（
５
４
）１
１
３
２

樹
木
伐
採
の
お
願
い

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
木
の
張
り
出
し

な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
等
の

通
行
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
有
地
か
ら
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
な
ど
は
、
所
有
者
の
責
任
で
伐
採
や

枝
払
い
な
ど
早
め
の
処
理
を
お
願
い
し
ま

す
。
枝
の
張
り
出
し
な
ど
が
一
因
と
な
り

交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
所
有

者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
心
し

て
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

T　
市
道
は
土
木
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
８
１

　
　
国
道
、
県
道
は
山
武
土
木
事
務
所

�

☎
０
４
７
５（
５
４
）１
１
３
２

　市では、パブリックコメント制度（意見公募制
度）により、市で計画する重要施策の案を公表し、
市民の皆さんから意見や情報、専門的知識など
を提供していただき、提出された意見などを考
慮して意思決定を行っています。

平成30年度実施状況
　　対象施策等件数　  6件
　　意見提出者数　　  0人
　　意見提出件数　　  0件
実施状況の内訳

計画や条例など
案の名称 募集期間

意見
提出
者数

意見
提出
件数

担当課

第2次山武市総合計画
（原案）

平成30年11月
29日から平成
30年12月28日
まで

0人 0件 企画政
策課

第3次山武市男女共同
参画計画（案）

平成30年12月
27日から平成
31年1月31日ま
で

0人 0件 企画政
策課

山武市健康づくり計画
（案）

平成31年1月�
25日から平成
31年2月25日
まで

0人 0件 健康支
援課

山武市地域公共交通網
形成計画（案）

平成31年1月�
29日から平成
31年2月28日
まで

0人 0件 企画政
策課

山武市地域福祉計画・
地域福祉活動計画（案）

平成31年2月7
日から平成31
年3月7日まで

0人 0件 社会福
祉課

山武市空家等対策計画
（素案）

平成31年2月�
18日から平成
31年3月19日
まで

0人 0件 都市整
備課

T　総務課　☎0475（80）1112

　市では開かれた市政の実現を目指して、市が
保有する公文書を請求に応じて公開しておりま
す。平成30年度は、情報公開37件、個人情報
21件の開示請求がありました。
　開示請求状況は次のとおりです。

情報公開および個人情報保護に関する開示請求状況

請求
件数

開示請求の決定状況

開示 部分
開示 非開示 不存在 存否応

答拒否

情報公開 37 32 5 0 1 0
個人情報 21 19 0 0 2 0
※請求1件に対し、複数の決定が存在する場合があります
ので、請求の件数と開示請求の決定状況の合計件数は一
致しません。
T　総務課　☎0475（80）1112

パブリックコメント制度の運用状況

情報公開制度および
個人情報保護制度の運用状況

暮
ら
し・環
境
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行政からの
お知らせ

information

６
月
は「
動
物
の
正
し
い

�

飼
い
方
推
進
月
間
」で
す

動
物
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
飼
っ
て

い
る
動
物
の
世
話
の
方
法
や
か
か
り
や

す
い
病
気
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
ず
適

切
な
環
境
で
飼
育
出
来
て
い
る
か
、
も

う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
感
染
症
を

予
防
す
る
た
め
動
物
に
さ
わ
っ
た
後
は

必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
に
は
市

役
所
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。
犬
の
放

し
飼
い
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
散
歩
時
の
糞
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。
猫
は
安
全
の
た
め
、
室
内
で

の
飼
育
を
心
が
け
ま
し
ょ
う（
91
日
齢

以
上
の
犬
猫
を
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼

う
場
合
、
保
健
所
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
）。千

葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は

「
犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教

室
」を
定
期
的
に
開
催
す
る
ほ
か
学
校

の
授
業
や
地
元
の
勉

強
会
等
に
講
師
を
派

遣
し
て
い
ま
す
の
で
興

味
の
あ
る
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
山
武
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
５
４
）０
６
１
１

　
　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
６（
９
３
）５
７
１
１

山
武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

銀
行
職
員
等
を
か
た
る「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
交
換
詐
欺
」に
ご
注
意
！

元
号
改
正
に
関
し
、
実
在
す
る
団
体

名
を
偽
っ
て
訪
問
し
た「
偽
の
銀
行
員
」

に
渡
す
よ
う
に
指
示
す
る
詐
欺
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

銀
行
協
会
等
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
を
尋
ね
た
り
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
局
番
な
し
の
１

８
８
）や
警
察
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

手
口
の
ポ
イ
ン
ト

●
銀
行
協
会
等
の
実
在
す
る
団
体
か
ら

封
書
が
届
き
、
改
元
に
伴
う
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
変
更
手
続
き
と
称
し

て
、暗
証
番
号
を
記
入
さ
せ
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
同
封
し
て
返
送
さ
せ

る
。

●
銀
行
職
員
に
な
り
す
ま
し
電
話
を
か

け
、「
改
元
に
伴
い
、
今
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
る
。
担

当
者
が
訪
問
す
る
の
で
、
預
金
通
帳

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て
ほ

し
い
」と
言
い
、
手
続
き
の
た
め
と

偽
り
、
暗
証
番
号
を
聞
き
出
す
。

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

●
他
人
に
暗
証
番
号
を
教
え
な
い
。

●
電
話
の
相
手
に
、
名
前
や
所
属
部
署

な
ど
を
聞
き
実
在
の
人
物
か
を
確
認

す
る
。

●
訪
問
者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通

帳
を
渡
さ
な
い
。

T　
山
武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）８
４
５
３

※
午
前
９
時
～
正
午　
午
後
１
時
～
４

時
30
分（
土
日
祝
日
を
除
く
。）

「
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
窓
口
」
開
設

の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格

を
有
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

配
置
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
窓
口
」を
開

設
し
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
悩
み
、

問
題
の
解
決
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
や
Ｉ

Ｔ
活
用
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
等
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日　
６
月
19
日
㈬
、７
月
10
日
㈬
、

８
月
21
日
㈬
、
９
月
11
日
㈬
、
10
月

９
日
㈬
、11
月
20
日
㈬
、12
月
18
日
㈬
、

令
和
２
年
１
月
８
日
㈬
、
２
月
19
日

㈬
、
３
月
18
日
㈬

開
設
時
間　
午
後
６
～
８
時

※
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館
ビ
ジ
ネ
ス
タ
イ

ム
に
あ
わ
せ
開
設

場　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

�

（
山
武
市
埴
谷
１
９
０
４
―
５
）

対　
象　
市
内
事
業
者

利
用
方
法　
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

T　
わ
が
ま
ち
活
性
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

H�https://w
w

w
.city.sam

m
u.lg.jp/

soshiki/14/business-soudan.htm
l

若
者
就
労
支
援
機
関　

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
通
称
：
サ
ポ
ス
テ
）で

は
、
15
～
39
歳
の
若
者
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
就
職
活
動
等
の
悩
み
な
ど
の
相

談（
予
約
制
）を
受
付
け
て
い
ま
す
。

日　
時　
６
月
～
３
月
ま
で
の
第
４
金

曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場　
所　
山
武
市
役
所
１
階
第
一会
議
室

予　
約　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

�

☎
０
４
７
５（
２
３
）５
５
１
５

H�http://chiba-nanto-saposute.jp/
m

nanto.saposute@
guitar.ocn.

ne.j


